
マイクロプラスチック汚染
その原因・影響と投資家にとっての課題

私たちの生活に欠かせないプラスチック。細かい粒子状・繊維状のプラスチックはマイクロプラスチックとよばれて

おり、年間80～250万トンも海洋に流入しているといわれています。

海洋に流入したマイクロプラスチックは自然界で分解されず、海洋生物の生態系を脅かす恐れがあります。

海洋生物から食物連鎖を通じて人体にも蓄積され、人体の健康に危険をもたらす可能性も指摘されています。

マイクロプラスチック汚染の原因は何か。私たちにできることは何か。本レポートでご紹介します。

MUFGファースト・センティア
サステナブル投資研究所



マイクロプラスチック汚染とは

　プラスチックは、耐久性と軽量性を兼ねそなえており、食品の包装から

自動車まで、身の回りのありとあらゆるものに使用されています。2017

年の年間生産量は3億4,800万トンで、2050年には330億トンにまで増大

すると予想されています。しかし、自然界で分解されない性質を持つプラ

スチックは自然環境に蓄積され続けます。

　1950年代以降に生産されたプラスチック累積量80億トンのうち、リサイ

クル割合はわずか9％に留まり、焼却分も12％に過ぎず、残りの79％は埋

立地か自然環境に蓄積されています。プラスチックごみの中でも、5mm

より小さいものをマイクロプラスチックと呼び、これら微小なマイクロプラ

スチックは年間80～250万トンも海洋に流入しているといわれています。

　それらが海洋生物の生態系を脅かし、食物連鎖を通じて人体にも入り込

み健康被害を引き起こす可能性が指摘されています。

マイクロプラスチックの定義

メガプラスチック
（＞100㎜）

マクロプラスチック
（20㎜～100㎜）

メソプラスチック
（５㎜～20㎜）

マイクロプラスチック
（＜５㎜）



マイクロプラスチック汚染の問題点

有害な化学物質が
海洋中に溶け出す

生物の体内に
蓄積し健康被害の

可能性

プラスチック製品にはさまざまな有

害な化学物質（可塑剤、難燃剤な

ど）が添加物として使用されており、

これらは水に溶け出しやすい性質を

もつため、海洋中にも溶け出してし

まいます。

加えて、マイクロプラスチック汚染が問題となっている沿岸部においては、観光客が水辺のレジャーを避けたり、

魚介類の摂取を避けたりすることで、経済的・社会的な悪影響を及ぼす可能性も考えられます。

汚染物質の
吸着源になる

プラスチックは、海洋に流入した農

薬・工業薬品などの有機汚染物質

や金属などを吸着しやすい性質を

もつため、それらの吸着源になる

可能性があります。

生物の体内に入り込み、健康被害

を引き起こす可能性があります。海

洋生物は、エサと間違えて摂取した

りエラを通して体内に取り込んだり

します。それらの魚介類を食べた

人間の体内にも蓄積され、呼吸器・

生殖器への影響や発がんなどの潜

在的な危険が指摘されています。



マイクロプラスチックの発生源

その他にも……

アクリル・ポリエステルなどの合成繊維にはプラスチックが含まれています。

着用による摩擦または洗濯によりマイクロファイバーとよばれる微細な繊維

が抜け落ち、洗濯排水と共に海洋に流入します。海洋に流入するマイクロ

プラスチックの35％を占める最大の要因となっています。

自動車の走行によるタイヤの摩耗は、海洋に流入するマイクロプラスチッ

クの28％を占める2番目の要因です。また、道路塗料にもプラスチックが

含まれており、車の走行による摩耗や風化によってマイクロプラスチックが

発生します。

洗い流すタイプのケア用品には、マイクロビーズとよばれる微細なプラスチッ

ク粒が角質除去剤などの目的で含まれることがあります。また、洗い流さ

ないタイプのケア用品にもポリエチレンなどが粘度調整剤や安定剤として

含まれているものがあります。

マイクロプラスチックの主な発生源としては衣服などに使用される合成繊維、自動車タイヤ、

道路塗料、化粧品・パーソナルケア用品などが挙げられます。

陸上で発生したマイクロプラスチックは、排水処理施設などを通じて海洋へ流入しています。

合成繊維

自動車タイヤ
道路塗料

化粧品・
パーソナルケア用品

プラスチックペレット 船舶用塗料 農業用粒状肥料 シティダスト



私たちにできること

 »マイクロプラスチックを含まない・
排出させにくい商品を選択（特
に衣類・タイヤ・パーソナルケア
用品など）

 »洗濯機へのマイクロファイバーフィ
ルターの設置

 »適切なゴミ処理・リサイクル

個人

 »マイクロプラスチックを含まない・
排出させにくい商品の設計・製造

 »消費者の意識啓発のためマイク
ロプラスチック含有量を各製品に
表示

 »プラスチック製造過程でのプラス
チックペレットの漏出防止

企業・
メーカー

 »製品におけるマイクロプラスチッ
ク含有量の規制や、マイクロプ
ラスチック排出量の最低基準の
策定（衣類からの繊維抜け落ち
率、タイヤ摩耗率など）

 »排水処理施設でのマイクロプラ
スチック除去率向上

政府・
自治体・
規制当局

 »企業に対しマイクロプラスチック
排出量の削減、排出量の開示を
求める働きかけ

 »マイクロプラスチックに関する各
種政策・規制策定の支持

 »他の投資家や非政府組織と協力
してマイクロプラスチック汚染防
止キャンペーンの推進

投資家



家庭での洗濯や
室内からの
微粒子の排出

合成ゴムタイヤ
の浸食・摩耗

ごみや埋め立て地での
マクロプラスチック

の分解

パーソナルケア
製品および
化粧品

物理的・化学的風化
によるプラスチック
破片の粉砕

輸送中の
ペレットの漏出

医療用製品 都市・交通インフラ
（道路塗料を含む）の摩耗

海上輸送船や
クルーズ活動

プラスチックの製造プロセスや
工業プロセスにおける
ペレットの漏出

排水処理場

農業

出所：Karbalaei et al.(2018) Xu et al.(2020)

マイクロプラスチック生態系
以下の図は、マイクロプラスチックが陸上および
海洋環境に流入する主な経路を示しています。
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